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2020.05.13 16:30⼭梨県及び⼭梨⼤学への提案
⼭梨県並びに梨⼤に対して提案︓

①⼀般の市中の⼈にPCR検査を⾏ない、県内の感染者数並びに感受性
者数を推計する。（当然、今後の新規感染者数予測も⽴つ）。
②東京都で、⼭梨県と⼈的交流の意味で接する（イメージとしては、⼋王⼦か新
宿・中野あたり）地域の⽅々のランダムなPCR検査を⾏い、（東京都または都の⼭
梨県よりの地域）市中感染状況を推察する。

但し書き︓

①実施要領を細かく記していないが、実施に当たっては、プライバシー問題
等いくつかの課題があると考える。しかしながら、根本的に緊急事態宣⾔
解除に当たっては、市中の感染状況把握（エビデンスに基づく推計）は
必須である。

②物事、「やり⽅」は、多くの⼈間の知恵を出し合えば必ずあるはずである。
よって、ここではやり⽅を議論しない。
逆に、市中の感染状況把握無しの、緊急事態宣⾔解除議論は無意

味で、さらに、後々のフィードバックや反省もできない。

③まずは県知事から都知事に提案され、地域同⼠のコンセンサスを得るこ
とになると思うが、東京都にしても、市中の状況把握は必須であり、逆に現
状ではそこまで⼿が回らない状況のはずである。

④検査件数は、詳しくは専⾨家から⾒て意味を成す件数、ということになる
が、県内10件/毎⽇、プラス都内10件/毎⽇をイメージ。
対象者は当然ランダム+個⼈の意思となる。
都内は、都内バラバラで10件ではなく、中野周辺10件とかとかになり、例
えば、昭和記念公園などを借りてドライブスルー⽅式かもしれない。

くわしくは、議論させていただければと思います。 ⼭梨市 ⼩宮⼭

基本的な理解︓
①緊急事態宣⾔解除の話題が出ているが、
根本的な問題である、市中の感染状況把握が進んでいない。
まして、国並びに厚労省のPCR検査キャパシティーアップに
対するスタンスは途上国未満。

②幸い⼭梨県には、梨⼤島⽥先⽣の考え⽅と⾏動⼒、並びに
知事の周囲に流されない慎重かつ適切な判断⼒がある。

③ここにきて⼭梨県では新規感染者があまり出ていないので、
勝⼿ながら、PCR検査のキャパは、何とか少し余裕があると
⾒させていただく。（関係者のご理解と努⼒のたまものであり、
⼼から御礼申し上げることは⾔うまでもない。）


